
調査日 令和6年9月上旬

調査地域 小田原市、南足柄市、秦野市、足柄上郡、足柄下郡、中郡

全調査先数 当庫取引先318社

調査対象 当庫取引先310社

（製造業26.8%、卸売業11.3%、小売業16.8%、サービス業18.4%、建設業18.7%、不動産業8.1%）

有効回答率 97.5%

分析方法
とする企業の構成比との差（ＤＩ・判断指数）を中心にして分析を行いました。

　

各質問項目で、「増加（上昇）」したとする企業が全体に占める構成比と、「減少（下降）」した

第1９7回

中小企業景気動向調査（県西地区版）

令和6年7～9月期実績と令和6年10月～12月期見通し
≪特別調査≫中小企業におけるデジタル化とキャッシュレスへの

対応について

前期（令和６年 ４月 ～ 令和６年 ６月期 実績）

今期（令和６年 ７月 ～ 令和６年 ９月期 実績）

来期（令和６年１０月～ 令和６年１２月期予想）

業種別業況天気図（県西地区）

調 査 方 法

好調← →低調

改善 横這い 悪化

令和5年
7月～9月

令和5年
10月～12月

令和6年
1月～3月

前期
令和6年

4月～6月

総 合

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

建 設 業

不 動 産 業

今期
令和6年

7月～9月

来期見通し
令和6年

10月～12月
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業況DI

今期 来期

売上DI

今期 来期

収益DI

今期 来期

　前期比0.9ポイント悪化の▲14.9となり、前回調査時の今期予想ＤＩである▲4.9を下回り、前
年同期ＤＩの▲9.9も下回りました。
　業種別では小売業、サービス業、建設業、不動産業は改善、製造業、卸売業は悪化となり
ました。
　また、来期については、10.4ポイント改善の▲4.5となる見通しです。

　前期比7.7ポイント改善の1.9となり、前回調査時の今期予想ＤＩである5.2を下回り、前年同
期ＤＩの1.6を上回りました。
　業種別では全業種で改善となりました。
　また、来期については、9.8ポイント改善の11.7となる見通しです。

　前期比1.6ポイント改善の▲9.7となり、前回調査時の今期予想ＤＩである▲2.6を下回り、前
年同期ＤＩの▲7.5も下回りました。
　業種別では卸売業、サービス業、不動産業は改善、製造業、小売業、建設業は悪化となり
ました。
　また、来期については、8.7ポイント改善の▲1.0となる見通しです。

業況DIはやや悪化、売上DIは改善、収益DIはやや改善

地区別のDI 業況DI推移
業況DIは小田原川東・中郡地区、足柄上郡・秦野地区では改
善、小田原中央地区、足柄下郡地区では悪化となりました。
また、来期の業況DIについては、足柄下郡では横ばい、足柄
上郡・秦野地区では悪化、それ以外の地区では改善となる見通
しです。

営業店のコメント
小田原中央地区
• 円安による原材料高や人件費高騰などコスト高の影響は継
続しているが、価格転嫁によるコスト吸収は一通り済んでい
る。

• 殆どの業種で仕入価格や光熱費等の高止まりが続き、利幅
の確保に苦慮している。

小田原川東・中郡地区
• 半導体部品や自動車部品では、メーカーの在庫調整の影
響を受けており、10月以降、受注量が回復する見通しとなっ
ている。

• 人材不足は設備導入等で代替のきかない業界で顕著であ
り、業界内の横断的対応による抜本的な構造改革が求めら
れている。

足柄上郡・秦野地区
• 材料価格の上昇は継続的に影響を及ぼしているものの、販
売価格への転嫁が済んでいる企業も多い。

• 多くの企業で人手不足や材料価格上昇を課題と認識して
いる。

足柄下郡地区
• 今般の台風や地震の影響で一部宿泊業に予約のキャンセ
ルが出たものの、大きな影響には至っていない。

• 売上が増加した企業であっても、原材料価格や人件費の上
昇により収益は悪化している先が多い。

景 況

総 合
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業況 売上 収益
総合 業況・売上・収益DIの推移

業況DI・地区別推移

地　区 6.6 6.9 （前期比） 来期 （今期比）

小田原中央 ▲ 8.7 ▲ 19.4 ▲ 10.7 ▲ 1.6 17.7

小田原川東・中郡 ▲ 24.0 ▲ 21.6 2.4 0.0 21.6

足柄上郡・秦野 ▲ 25.3 ▲ 11.8 13.5 ▲ 14.9 ▲ 3.2

足柄下郡 2.1 ▲ 2.0 ▲ 4.1 ▲ 2.0 0.0

売上DI・地区別推移

地　区 6.6 6.9 （前期比） 来期 （今期比）

小田原中央 ▲ 3.9 0.8 4.7 12.8 12.0

小田原川東・中郡 ▲ 14.0 ▲ 2.0 12.0 20.0 22.0

足柄上郡・秦野 ▲ 9.5 ▲ 2.4 7.2 3.5 5.9

足柄下郡 4.2 16.3 12.2 14.3 ▲ 2.0

収益DI・地区別推移

地　区 6.6 6.9 （前期比） 来期 （今期比）

小田原中央 ▲ 8.7 ▲ 13.6 ▲ 4.9 0.0 13.6

小田原川東・中郡 ▲ 16.0 ▲ 6.0 10.0 2.0 8.0

足柄上郡・秦野 ▲ 14.3 ▲ 16.5 ▲ 2.2 ▲ 7.1 9.4

足柄下郡 ▲ 8.3 8.2 16.5 4.1 ▲ 4.1
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設備投資の実
施状況につい
ては、「実施し

　　

原材料（仕入れ）価格DIは、前回予想ではほぼ横這いを見込んでいたものの、予想に反し13.6ポイン
トと大幅上昇の21.0となり、全業種で上昇する結果となりました。一方、販売等価格DIは、6.2ポイント
上昇の▲18.6となり、前回予想を上回りました。
なお、来期については、原材料（仕入れ）価格DIは5.0ポイントの低下、販売等価格DIは2.0ポイントの
上昇を見込み、収益面のプラス要因になりそうです。
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今期の設備投資の実施状況については、「事
務機器」・「その他」は増加した一方で「事業用
土地・建物」・「機械・設備の新・増設」・「機械・
設備の更改」・「車両」は減少となりました。なお、
「実施しない」は増加し、設備投資意欲は低下
しました。
来期の設備投資の実施予定については、「事
業用土地・建物」・「機械・設備の更改」は増加と
なる一方で、「機械・設備の新・増設」・「事務機
器」・「車両」・「その他」は減少する見通しです。
なお、「実施しない」は増加し、設備投資意欲は
低下する見通しです。

販売等価格ＤＩは前期比4.9ポイント低下の
18.1となり、原材料（仕入れ）価格ＤＩは前期比
6.3ポイント低下の50.5となりました。
なお、来期については、販売等価格ＤＩは
1.6ポイント上昇の19.7となり、原材料（仕入
れ）価格ＤＩは3.3ポイント低下の47.2となる見
通しです。

在庫ＤＩは前期比横ばいの5.6となり、資金繰
りＤＩは前期比0.6ポイント上昇の▲12.7となり
ました。
なお、来期については、在庫ＤＩは前期比
2.4ポイント低下の3.2となり、資金繰りＤＩは0.4
ポイント上昇の▲12.3となる見通しです。

残業時間ＤＩは前期比9.4ポイント上昇の2.6と
なり、人手ＤＩは前期比1.3ポイント低下の▲34.2
となりました。残業時間は増加し、人手不足感
は強まりました。
なお、来期については残業時間ＤＩは4.5ポイ
ント上昇の7.1となり、人手ＤＩは4.0ポイント低下
の▲38.2となる見通しであり、残業時間は増加
し、人手不足感は強まる見通しです。

4.8

3.2

4.0

9.7

9.3

8.7

10.3

9.9

10.7

8.2

10.2

6.3

11.5

10.9

10.7

1.5

2.6

2.0

53.9

54.0

57.7

前期

今期

来期

事業用土地・建物 機械・設備の新・増設 機械・設備の更改 事務機器 車両 その他 実施しない

雇 用 雇用関連指数

設備投資

販売・仕入価格

在庫・資金繰り

設備投資の実施状況（複数回答、単位：％）

価格関連指標

在庫・資金繰り指標

好調← →低調

改善 横這い 悪化
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今期 来期

今期 来期

今期 来期

売上ＤＩ

収益ＤＩ

業況ＤＩ

業況DIは大幅に悪化、売上DIは改善、収益DIはやや悪化

　業況DIは、前期比21.8ポイント悪化の▲32.5となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである2.4を下回り、前年同期ＤＩ
の▲16.9も下回りました。来期については28.9ポイント改善の▲3.6となる見通しです。
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業況 売上 収益

49.4

47.0

20.5

20.5

20.5

売上の停滞・減少

原材料高

利幅の縮小

人件費の増加

工場・機械の狭小・老朽化

（複数回答、単位：％）

56.6

49.4

26.5

20.5

18.1

18.1

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

情報力を強化する

新製品・技術を開発する

機械化を推進する

（複数回答、単位：％）

業況・売上・収益DI
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良い 変わらず 悪い業況DIの構成

23.8

26.5

37.3

40.5

41.0

50.6

35.7

32.5

12.0

前期

今期

来期

増加 変わらず 減少
売上DIの構成
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その他の指標推移
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経営上の問題点

当面の重点経営施策

製造業 業況・売上・収益DIの推移

景 況

製 造 業

好調← →低調
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今期 来期

今期 来期

今期 来期

業況DIは悪化、売上DIは改善、収益DIはやや改善

　業況DIは、前期比8.5ポイント悪化の▲17.1となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである0.0を下回り、前年同期ＤＩ
の9.1も下回りました。来期については、17.1ポイント改善の0.0となる見通しです。

業況ＤＩ

売上ＤＩ

収益ＤＩ

65.7

60.0
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28.6

14.3

販路を広げる

経費を節減する

情報力を強化する

人材を確保する

品揃えを充実する

（複数回答、単位：％）
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利幅の縮小

人手不足

人件費の増加

（複数回答、単位：％）

その他の指標推移

経営上の問題点

当面の重点経営施策
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良い 変わらず 悪い業況DIの構成
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卸売業 業況・売上・収益DIの推移

景 況

業況・売上・収益DI

卸 売 業

好調← →低調
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前期（22年4～
6月期）比7.6ポ

今期 来期

今期 来期

今期 来期

売上ＤＩ

収益ＤＩ

業況DI・売上DIはそれぞれやや改善、収益DIはやや悪化

　業況DIは、前期比4.0ポイント改善の▲32.7となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである▲28.6を下回り、前年同期
ＤＩの▲22.4も下回りました。来期については、19.2ポイント改善の▲13.5となる見通しです。

業況ＤＩ
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業況 売上 収益小売業 業況・売上・収益DIの推移

景 況
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32.7

30.8
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売上の停滞・減少

人手不足

利幅の縮小

仕入先からの値上げ要請

人件費の増加

天候の不順

（複数回答、単位：％）
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21.2

経費を節減する

売れ筋商品を取り扱う

品揃えを改善する

人材を確保する

教育訓練を強化する

（複数回答、単位：％）

業況・売上・収益DI その他の指標推移

経営上の問題点

当面の重点経営施策
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前期（22年4～
6月期）比7.6ポ

今期 来期

今期 来期

今期 来期

業況ＤＩ

売上ＤＩ

収益ＤＩ

業況DIは改善、売上DI・収益DIはそれぞれ大幅に改善

　業況DIは、前期比8.9ポイント改善の12.3となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである12.1を上回り、前年同期ＤＩの
▲3.6も上回りました。来期については、5.3ポイント悪化の7.0となる見通しです。

景 況
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材料価格の上昇
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技術力の不足

（複数回答、単位：％）

業況・売上・収益DI その他の指標推移

経営上の問題点

当面の重点経営施策
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原材料（仕入れ）価格（「上昇」－「下降」）
販売等価格（「上昇」－「下降」）
資金繰り（「楽」－「苦しい」）
人手（「過剰」－「不足」）
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-40

-20

0
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40

3.9 3.12 4.3 4.6 4.9 4.12 5.3 5.6 5.9 5.12 6.3 6.6 6.9 来期

業況 売上 収益サービス業 業況・売上・収益DIの推移

サ ー ビ ス 業

好調← →低調

改善 横這い 悪化

57.9

43.9

29.8

28.1

19.3

人材を確保する

経費を節減する

販路を広げる

教育訓練を強化する

宣伝・広告を強化する

（複数回答、単位：％）
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前期（22年4～
6月期）比7.6ポ

今期 来期

今期 来期

今期 来期

売上ＤＩ

収益ＤＩ

　業況DIは、前期比15.8ポイント改善の0.0となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである▲10.5を上回り、前年同期ＤＩ
の0.0に対し横ばいになりました。来期については、3.5ポイント悪化の▲3.5となる見通しです。

業況ＤＩ

業況DIは大幅に改善、売上DIは改善、収益DIは大幅に悪化景 況

58.6

55.2

29.3

22.4

19.0

人手不足

材料価格の上昇

売上の停滞・減少

下請けの確保難

人件費の増加

（複数回答、単位：％）

65.5

37.9

34.5

25.9

17.2

人材を確保する

経費を節減する

販路を広げる

技術力を高める

情報力を強化する

（複数回答、単位：％）

業況・売上・収益DI その他の指標推移

経営上の問題点

当面の重点経営施策

15.8

22.8

14.0

52.6

54.4

68.4

31.6

22.8

17.5

前期

今期

来期

良い 変わらず 悪い業況DIの構成

24.6

24.1

24.1

43.9

48.3

55.2

31.6

27.6

20.7

前期

今期

来期

増加 変わらず 減少
売上DIの構成

21.1

8.6

17.2

52.6

58.6

63.8

26.3

32.8

19.0

前期

今期

来期

増加 変わらず 減少収益DIの構成
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原材料（仕入れ）価格（「上昇」－「下降」）
販売等価格（「上昇」－「下降」）
人手（「過剰」－「不足」）
受注残
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3.9 3.12 4.3 4.6 4.9 4.12 5.3 5.6 5.9 5.12 6.3 6.6 6.9 来期

業況 売上 収益建設業 業況・売上・収益DIの推移

建 設 業

好調← →低調

改善 横這い 悪化
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前期（22年4～
6月期）比7.6ポ

今期 来期

今期 来期

今期 来期

売上ＤＩ

収益ＤＩ

　業況DIは、前期比12.0ポイント改善の▲12.0となりました。なお、前回調査時の今期予想ＤＩである▲16.0を上回り、前年同
期ＤＩである▲24.0も上回りました。来期については、12.0ポイント悪化の▲24.0となる見通しです。

業況ＤＩ

業況DI・売上DI・収益DIはそれぞれ大幅に改善景 況

業況・売上・収益DI その他の指標推移

経営上の問題点

当面の重点経営施策

20.0

20.0

12.0

52.0

68.0

60.0

28.0

12.0

28.0

前期

今期

来期

増加 変わらず 減少
売上DIの構成

16.0

12.0

12.0

40.0

64.0

56.0

44.0

24.0

32.0

前期

今期

来期

増加 変わらず 減少収益DIの構成
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原材料（仕入れ）価格（「上昇」－「下降」）
販売等価格（「上昇」－「下降」）
資金繰り（「楽」－「苦しい」）
在庫（「過剰」－「不足」）
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業況 売上 収益不動産業 業況・売上・収益DIの推移

不 動 産 業

好調← →低調

改善 横這い 悪化

16.0

8.0

4.0

44.0

72.0

68.0

40.0

20.0

28.0

前期

今期

来期

良い 変わらず 悪い
業況DIの構成

40.0

40.0

40.0

32.0

28.0

販路を広げる

宣伝・広告を強化する

情報力を強化する

経費を節減する

人材を確保する

（複数回答、単位：％）

40.0

36.0

32.0

32.0

32.0

人手不足

同業者間の競争の激化

売上の停滞・減少

利幅の縮小

商品物件の不足

（複数回答、単位：％）
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７月に実施された新紙幣の発行に伴い、貴社では何らかの対応（設備投資など）を実施しましたか。（1つ
回答）
また、新紙幣導入を機にキャッシュレス支払手段の導入または強化をしましたか。（1つ回答）

貴社では、インターネットバンキングを契約していますか。契約している方は、契約している主な理由また
は状況を、契約していない方は契約していない主な理由をお答えください（1つ回答）

貴社では、事業上の情報収集・情報発信等において、パソコンやスマートフォン等でインターネットを利用
していますか。（1つ回答）
また、同様に事業上で電子メールを利用していますか。（１つ回答）

（単位：％）

27.4 

21.9 

14.5 

14.2 

1.3 

5.8 

5.2 

4.2 

1.6 

1.3 

2.6 

金融機関の店舗に行く必要がない
社内全体のIT化・事務負担軽減

残高管理が容易である
夜間や休日でも利用できる

契約しているがほぼ使っていない

金融機関職員が訪問するから不要
利用する機会がない

セキュリティに不安がある
インターネット利用環境がない
パスワード管理等操作が面倒

無回答

（単位：％）

（単位：％）

問１

問２

問３

12.8 

5.1 

80.8 

1.3 

8.8 

30.9 

2.0 

55.4 

2.9 

対応した

対応の必要性を感じているが、まだ対応していない

対応の必要性を感じていない

無回答

既に導入済みでさらに強化した

既に導入済みで強化はしていない

新たに導入した

導入していない

無回答

特別調査 中小企業におけるデジタル化とキャッシュレスへの対応について

72.3 

17.9 

4.1 

4.7 

0.9 

88.7

5.0 

4.0 

2.3 

利用しており、自社ホームページも開設

利用しているが、自社ホームページは未開設

利用していないが、今後利用したい

利用することは考えていない

無回答

利用している

利用していないが、今後利用したい

利用することは考えていない

無回答

インターネットの利用

新紙幣発行に

伴う対応

キャッシュレス

支払手段

電子メールの利用

契約している

契約していない 契約している ：79.3％

契約していない ：18.1％

無回答 ：2.6％
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貴社では、取引先や顧客との決済にあたって、現在、どのようなキャッシュレス支払手段を活用していますか。
（主に活用している手段を最大3つ回答）

問4の1～9で挙げたキャッシュレス支払手段について、導入している方は感じている不満を、導入していない方は
していない理由をお答えください。（最大3つ回答）

24.6 

24.4 

9.7 

8.3 

7.7 

2.2 

1.2 

0.4 

0.0 

20.2 

1.2 

クレジットカード

口座振替（自動引落）サービス

QRコード決済

電子マネー（交通系・流通系）

電子記録債権（でんさい等）

デビットカード

その他

プリペイドカード

デジタル通貨（地域電子通貨・暗号資産）

活用していない・関係ない

無回答

（単位：％）

24.4 

17.7 

9.9 

8.4 

7.3 

5.4 

5.2 

4.3 

3.7 

3.2 

10.6 

手数料が高い

不満などはない

災害や障害時に利用不能になる

セキュリティが不安

現金化までに時間がかかる

個人情報などのデータ管理が煩雑

キャッシュレスに対応していない取引先がある

決済手段が多すぎて何を使うべきかわからない

わかる人がいない

初期費用が高い

無回答

（単位：％）

問４

問５

• インターネットや電子メールの利用状況はほぼ100％と言える水準であり、ホームページについても一

定の事業規模を有する企業は概ね開設している。キャッシュレス支払の手段はクレジットカード決済が

多く、手数料負担が重いと感じる事業者が多い。

• 全業種共通して、自社ホームページと電子メール、インターネットバンキングの活用をしている。新紙

幣発行に伴う設備対応はほとんどの企業が行っておらず、運営上の支障も無い様子である。取引先との

決済手段はクレジットカードと電子マネーが主流であり、コスト負担とセキュリティ面の不安感から導

入に至っていないとの回答が多くなった。

• 調査対象の全事業先でインターネット・電子メールを活用している。ただし、デジタルツールを使用し

た業務環境に移行している先は見受けられるものの、デジタル化による業務効率化やデータ分析に取り

組む先、ビジネスモデルの変革等に取り組む先は少ない。

• 一部業種ではデジタル化・キャッシュレス化に対し利便性や必要性は感じているものの、デジタル化へ

の優先度が低く現状に留まっている様子である。

特別調査に関する営業店のコメント
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の優先度が低く現状に留まっている様子である。
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